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本号では，原著，短報，研究ノート，会員の声をそれ

ぞれ 1 報ずつお届けしております。原著論文では，戦後

から約60年間にわたって，わが国における心血管疾患死

亡のコホート効果の動向を Age-Period-Cohort (APC）

モデルを用いて分析された結果をご報告頂きました。そ

の結果，心血管疾患死亡率の時代効果は減少している一

方で，終戦前後以降に出生した世代において，コホート

効果の減少が確認できないことが示されました。心血管

疾患死亡率に影響を与える要因について，長期間のダイ

ナミックな変化を知ることにより，今後の課題の一つを

示すことができたものと考えます。

短報では，東日本大震災被災地において実施された運

動教室の効果を報告されています。現地の公衆衛生活動

に従事されている方々にとっても，このように介入の効

果をご報告頂くことは，これからの活動の大きな励みに

なっていらっしゃることと思います。

研究ノートでは，新聞紙のテレビ番組表から，自殺・

メンタルヘルスに関する報道のあり方を探るというユ

ニークな研究結果を報告しています。

会員の声では，ドイツにおける移民の介護施設に関す

る紹介がありました。日本ではあまり想像できない言語

や宗教などの課題もあるとのことで，興味深く読ませて

頂きました。

年度末の時間が経過するのは早いものです。会員の皆

様も種々の報告書等の作成にお忙しいこととは存じます

が，今月も本誌に目を通す時間を持って頂けますと幸い

です。 （郡山千早）


